
 

三
月
二
〇
日
　
西
方
小
学
校
卒
業
。

 
家
で
農
業
に
従
う
。
夜
は
梅
田
先
生
の
許
に
通
い
勉
強
。
本
を
持
っ
て
い
る
と

聞
く
と
仕
事
の
帰
り
や
、
夜
借
り
に
行
き
、
村
に
あ
る
目
ぼ
し
い
本
は
た
い
て

い
読
ん
だ
。講
義
録
も
熱
心
に
読
む
。神
戸
の
叔
父
が
修
養
団
に
入
れ
て
く
れ
る
。

 

八
月
　
安
下
庄
町
で
行
な
わ
れ
た
郡
内
中
堅
青
年
講
習
会
に
出
席
。

 

こ
の
時
に
行
な
わ
れ
た
雄
弁
大
会
に
出
て
喝
采
を
博
し
た
。
出
席
者
中
一
番
年

少
で
あ
っ
た
。
講
習
を
終
え
て
帰
村
し
、
直
に
講
演
会
を
開
い
た
。
会
場
は
蚕

の
共
同
飼
育
所
、
講
師
は
升
田
仁
助
海
軍
大
尉
、
後
藤
佐
四
郎
先
生
。
こ
の
時
、

宮
本
は
青
年
会
館
の
必
要
を
説
き
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
二
〇
〇
余
名

収
容
の
会
館
が
建
設
さ
れ
る
。

 
 

秋
　
講
義
録
と
り
終
え
る
。

 
 

＊
こ
の
頃
か
ら
和
歌
を
作
り
は
じ
め
る
。

 

「
新
国
民
」
に
投
書
、
一
年
下
の
組
の
者
が
作
っ
て
い
た
回
覧
雑
誌
に
よ
く
書

か
さ
れ
、
ま
た
大
島
郡
教
員
有
志
の
雑
誌
「
み
ど
り
」
に
も
時
々
文
章
を
載
せ

て
貰
っ
た
。

 

二
月
　
青
年
会
幹
事
に
当
選
。

 
 

一
七
歳
（
数
え
年
）
の
幹
事
は
村
で
も
未
曾
有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

 
 

三
月
二
七
日
　
祖
母
脳
出
血
に
て
逝
去

 
 

四
月
　
姉
が
女
学
校
の
編
入
試
験
を
受
け
て
行
く
事
に
な
り
、
宮
本
も
志
を

父
に
告
げ
、
承
諾
を
得
て
上
阪
。

 

春
雨
の
降
る
日
、
多
く
の
友
人
に
見
送
ら
れ
て
の
首
途
で
あ
っ
た
。
父
は
大
畠

の
駅
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。

 
 

大
阪
市
北
区
中
江
町
市
場
の
叔
父
音
五
郎
の
家
に
寄
宿
し
、


